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○豊かな人間性を育むための道徳教育の推進

○いじめ・暴力を絶対に許さない人権尊重の教育

○教職員と児童・生徒との信頼関係の構築

○校長のリーダーシップによる、開かれた学校づくり

○自ら学び合う教育者としての資質・能力の向上

○若手教員に対する組織的・継続的な研修

○「学び合う」授業づくりと小中連携教育の推進

○「大東・まなび舎事業」等による自学自習力育成

○個別の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実

○大型 TV、パソコンなど ICT の積極的な活用と研修

大東市教育委員会だより 平成２３年６月１５日発行

第６号
大東市のホームページでも「えがお大東っ子」をご覧いただけます。

http://www.city.daito.lg.jp/kakukakaranoosirase/gakoukyoiku/kyouikukenkyu/egaodaitoukko/

日頃より、大東市の教育にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。

本年 3 月の東日本大震災におきまして、被災された地域の皆様方に心からお見舞い申

し上げます。また、1 日も早い復旧・復興を心よりお祈りいたします。

大東市の各学校ではすぐに児童会や生徒会等が中心になって義援金の募金活動を行い、

多くの保護者の皆様にもご支援いただきましたことに心より感謝申し上げます。

平成 23 年度も、すべての子どもたちが安心して楽しく学び合える教育環境づくりと

市民の皆様から信頼される魅力ある学校園づくりに努めてまいりますので、よろしくお願

いいたします。

平成２３年度 大東市教育委員会 重点項目

市民の信頼に応える

教職員

安心して学べる学校づく

りと豊かな心の育成

学び合う学校園・ともに

育み合う教育環境づくり

基本理念「学び合い、学び続ける明日の市民の育成」

－学び合う力は、教育に自立と協同の文化を育む－
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大東市では、平成 21 年度から全中学校で「まなび舎」事業を実施

しています。これは、中学校の放課後や土曜日に自学・自習教室を開いて、中学生のみ

なさんに「自分で学習する力と家庭学習の習慣」を身につけてもらおうという取組みで

す。昨年度までは一部の学校で行われていた土曜日の教室も、今年からはすべての中学

校で 5 月から月に 2 回程度の割合で実施されています。地域の方や大学生のアドバイ

ザーの先生たちに来ていただき、わからないところを質問した

り、学習の方法をアドバイスしてもらったりして、熱心に学習

する姿が見られます。

実施日や教材などは学校ごとに違いますので、詳しくはそれ

ぞれの中学校にお問い合わせください。家ではなかなか勉強が

はかどらないという人、少し教えてもらえればもっとがんばれ

るという人、ぜひ【土曜まなび舎】で学力アップを図りましょ

う！

大東市教育委員会では「ふれ愛教室ボイス」や「教育相談」の事業を行っています。

「ふれ愛教室ボイス」では、さまざまな理由で学校に行きたくても行けない小中学生

が教室に向かっての第一歩を踏み出すために、毎週火～金の４日間、ふれ愛フレンド（

適応教室指導員）と一緒に自主活動を行っています。一人ひとりペースはちがいますが

「ボイス」での活動をきっかけに登校できるようになった人もいます。

「教育相談」では、電話や面談で気になることを経験豊かな相談員と一緒に考えるこ

とができます。保護者や家族はもちろん、本人も相談できます。学校や普段の生活の中

での悩みなどの相談に気軽にご利用ください。

（お問い合わせ先）

「ふれ愛教室ボイス」８７４－８７０１ 「教育相談」８７４－８７８５

どちらもキッズプラザ２階にあります。

５月 14,15 日に、恒例の公民館ふれあいまつり（公民館登録団体主催）が実施され

日頃の各団体の活動紹介や成果発表を、広く市民へアピールすることができました。

オープニング

土曜まなび舎

や
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なお、文化活動に興味をお持ちの方のサークル参加は大歓迎とのことですので、お気

軽に各サークル活動日にお越し下さい。

お問合せ先：大東市立公民館 ８７３－３５２２

この大会は、誰もが気軽にスポーツを楽しめ

るように大東市体育指導委員を中心に開催しています。

今回はキンボールというニュースポーツを行います。ルールは簡単‼直径 122 ㎝の巨

大なボールを使い、４人１チームとし、ピンク・グレー・ブラックに色分けされた３チ

ームがコートに入り、サーブやレシーブを繰り返しながら得点を競います。ご家族、お

友達と参加してみませんか。もちろん、お一人でも参加できます。

・日時：平成 23 年 6 月 19 日（日） 午前 9 時 30 分から

・場所：大東市立諸福小学校体育館 ・参加申込み：当日会場にて

「ありがとう」の一言で、心が元気になることがあります。いろんなことで悩んでい

ても、「お母さん、ありがとう」の子どもの声で、今までの疲れが吹っ飛びます。

「ありがとう」は「有り難し」（なかなかありそうもない）という言葉から生まれま

した。東日本大震災での、様々な報道や被災された皆様のお話を聞くにつけ、日頃、私

たちが当たり前と思っていた、平凡な日常の日々がどんなにありがたいことか、どんな

に幸せなことかと改めて痛感します。朝、なかなか起きてこない息子を起こすことも、

パンをかじりながら急いで登校する娘に「気をつけて、行ってらっしゃい！」と声をか

けることも本当はとても素晴らしいことなのでしょう。きっと、我が子が生まれてきて

くれたこと自体「ありがたい」ことだと思います。

「ありがとう」は言った人も元気になる不思議な言葉です。それは、「ありがとう」

と感謝する心が人を豊かな気持ちにさせてくれるからでしょう。今日から小さなことで

も、一つ多く「ありがとう」と言ってみませんか？

模擬店大型紙芝居

キンボールを楽しむ
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NO.1

当協議会は、保護者・地域・学校の関係者がそれぞ

れの顔と名前を一致させ、そのネットワークの中で、

子どもたちの健全育成をめざすことを目的としてい

ます。各学校・幼稚園・保育所のＰＴＡ・地域各種団

体が集まってのふれ愛フェスティバルでは模擬店や

ステージ上でのパフォーマンスで１０００人を超え

る人が集まり、交流を図ります。また、ふれ愛地区懇談会には準備委員会から保護者・

地域の声を大いに取り入れ、当日は１５０人前後の人が集まって子育てについて意見交

流しています。昨年は地域の方に来ていただいて学校・幼稚園・保育所の先生方が直接

伝統太鼓を教わった夏季合同研修会、９０人を超す参加のＰＴＡ合同社会見学、子ども

見守り隊交流会議など、盛りだくさんの行事を行っています。多くの方の支えがあって

初めてできることだと感謝しています。

地域でのイベント

地域清掃・ソフトボール大会・自然観察会・巡視活動・あ

いさつ運動など、地域の方々と協力して、地域の親どう

し・子どもどうしがふれあえる活動を行いました。

交流、研修活動

食育講演会・性教育講演会・子育てワークショップを実施

し、子育てについて考える場をもちました。

各教育機関の連携

四条中学校区には保育所（園）・小学校・中学校・高校・

大学といった教育機関がそろっています。中学生の保・小

への職業体験や、大学生の授業支援・ゲストティーチャー、

野崎青少年教育センターとの合同行事などを積極的に取

り組んで連携を大切にしています。

訪問

大東市では、各中学校区のすこやかネット（地域教育協議会）が中心となって、学校

・家庭・地域が連携し、子どもが地域に愛着をもち、進んで温かいつながりをつくって

いけるように活動しています。これから４回にわたって、その様子を紹介します。

北条中学校区ふれ愛教育協議会

しじょっこソフトボール大会

しじょっこ地域清掃

しじょっこ地域教育協議会

（四条中学校区）
～平成 22 年度の取組み～

北条太鼓


